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福島県における障害児の地域生活支援について

一放課後・休日ケアとこれからの視点一

鈴　木　庸　裕

はじめに

　障害を持つ子どもたちの豊かな地域生活を保障し，

その支援を高めていく営みとして，ε薄霧児の敬譲後・

体l　lケア，地域生活支援」が全蟹的な大きなうねりに

なりつつあるlll。教課後・体験の遊びや地域活動は，

すべての子どもにとってかけがえのない成長の場であ

る。学校遷5旺1凝の完全実施にともなう家庭教蕎や子

ども青年健全育成への対慈，子育て支援（エンゼルプ

ラン，親の就労保障）の中で，とりわけ障害や特驚な

ニーズをもつ子どもたちとその家族への支援環境づく

りは緊急の課題である。しかも，きょうだいや家族へ

の支援を含め，いわばヂケアする人をケアする」枠績

みが不可欠になっている。

　今後，地域の特長を生かした障害児の放課後や学校

休業lllのケア，家族のレスバイト，そして豊かな地域

生活を異体達するために，養護学校での休業日活動や

それぞれの「窺の会涯の活動，敏課後学童クラブでの

「障害児受け入れ事業藩や地域の沐霧・余暇活動サー

クル，小規模通所通騒施設の開設，小燦模作業所など

でのデイケアサービス，シ璽一トステイ，送邊サービ

ス事業等に皺む緩む人々やボランティアなどがネット

ワークや有機的な結びつきを持つべきである。本論は

癌農桑内における現状と今後の課題について，聞き取

り調査や近県の先行事弼等をもとに論じる。

筆　福島における障害晃の現状

　癬　障害発着裾継施策の動向

　障害者福鮭の改革において，いずれの自治体でも地

域生活支援システムの拡充が骨子となっている121。そ

の柱の特徴は子畜て支援に関わるゼ多様なニーズに対’

癒したサービス韮「住民参撫型」野男女共講参遜雌「仕

事と子畜ての雇罵環境の整備」であり，福島県の実施

計画では，今後5年闘の重点§標として，ヂ障害者や

その保護者への在宅援護を行うため，ホームヘルプ

サービスやショートステイなどの支援策の充実に努め

ます」1欝とある。障害児への理解・啓発や通璽指導譲

練などのサービス．療育巡墾権談，「特鱗指導抹養手

当］，そして障害獲保育の推進，障害児の学童保育受

け入れなどが列記されている。

　福島県における子育て支援事業の現状はプランに見

る鰻り，以下のようになっている。学童保育について

は，放課後児童クラブを峠｝立ノ卦学校区1こiヵ所，灘1奏達

では中学校区にiっの設置という割合で，現在合計

3篇校に欝6校（28％強）の設置を欝艇年1こは韓％まで

にすること，障害児保育の実施市町村は鱒ケ園申鑓ケ

曝（鴨％）へとあり，障害児遜霞施設を県内捻ヵ所を

馨ヵ所へという数値自標を示した。

　現献を示すと2§§2年9月現在，認可学童保膏には6

甫簿韓8ヵ所に欝名のなんらかのハンディを持った子

どもが入会している。この数字は，学童保育の開設の

増給にあわせ，今後大幅に増擁するものと見られるが，

人件費的に全く乏しい受け入れ換算捲置であることか

らまったく状況の進展1こ及ばない。

　⑦　障害髭の年齢溺人数

　ところで，福島寮内の養護教育についての県教育委

員会野薮蕎年報雌およびゼ学校統計要覧誰によれば，

盲嚢養護学校の在籍者数（欝§嚢年）は小中高全体で

鴛勝人（小学部鎗4名，中学部解3名，高等部（本科専

攻科含む）6器名）であり，特殊学級は小学校5綴名，

中学校3騰名，その86％が「知的障害」の種劉で学級
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福島桑における齢害発の地域生活支援について （違鰻〉

が鵜設されている。また，ゼ通級による指導韮は鎗§名

でそのほとんどが小学校言語障害学級①5％）で，訪

露教育は鱒名である。

　こうした実数とともに，年齢劉身障手緩の受給数を

見ると．県全体でi万名を越え，うち露歳末溝が2欝2

名，うち小学校期8貿名，中学校類は菊5名である。こ

れは，あくまでも子どもたちの地域生活を浮かび一とが

らせる数値ではなく一部を示すにほかならないが，多

くのニーズがあることは否めない。

　　域のすべての障害自社を麟象とする放課後ケア。

　②保護者の就労によって毎段の放課後の「保育に欠

　　ける3障害発を蝿象とするr学童保鳶」。

　③緯書児を育てる家族の養育機能の支援と安定を酢

　　的とするレスバイトケア。

　その意秣からいうと，子育て琶代の就労状溌や意欲，

職場復帰のニーズなど，女性の就労の蟻型構造とつな

げて考える必要がある。そうした講査をふまえて論む

ていくことは今後に類する予定である。

　麟　保育霧の旛第一就学前

　　方．近駕．保育所の動きが大きく変化し，シ華一

トステイや延長保育，家縫支援，子育て支援の場にな

りつつある。そこでは「小学校に入って突然子どもの

行き場がなくなる」という保護者の声が増大する。保

育所などに付設されている「地域子畜て支援センター」

の櫓談に寄せられる内容も，遊び場やその集鑓づくり，

鷺巌交換よりも子育ての疲れやそのことによる家縫の

機能鑛難，家族懸の葛藤が多い。また小学校に入学し

てからの学校の対応の落差に麟する不満なども目立っ。

馨育醗や幼稚園での障害難受け入れが増撫していきっ

っある一方で．小学校入学後の「受1舞鶴がとたんに

苓足し，あるいは送邊に磁難を掩える家族が数多く生

まれている。なお，福島鐵内のある子育て支援センター

には常時韓名を越える保護者（子どもたち）への対応

がある。保育所（鐵）・幼稚簾での障害艶受け入れば，

合薬で，鰺ケ漿で33名である。

　嶋　大状溌の課題

　L遽した数字は，今狂1的な諸課題党聡の分析的への

開題擬起に及ぶものではないが，いくつかの課題が箆

えてくる。第iに，就学前と学齢類以降の数纏の擢握

に1莫1するノ款を見ても．地域1こお謬’る発達｛呆鐘．とく1こ

乳幼児難と書算鯵の檬酵について希薄であることがあ

げられる。r子育てプラン」蔭！身その対象が青年期に

慧葎饒していな疑こともあるが，その連続穫iや継続全艦

の端緒という議定は極めて弱い。第2に，学童探春や

　・鋳績かりは小学校時難のみに醸寇したものでは趨雅

な馨場所と慧ならない点である。学校が保欝所的機能

を持ち，寄密会で鷹泊のない発嚢生徒がいるように，

学校の登校時鷺の延長と髪・つたスタイルでの学童課畜

が存在している。これは今後増撫する傾嵩にある。

　そもそも，障害盤の学童保育（的活動），地域生活

支援は．3っのニーズに分類できる。

　⑤傑護者の就労の有無を闘わず，療鍵としてそ轟地

2　「福島市障害者地域福祉協議会」の設立

　これまでの新規の会」等による小燐模作業翫づくり

と異なり，この協議会は欝鱒駕5矯に福島撰立福島養

護学校の瞬年3月高等部卒業生家族が中心になり発足

し，市内に3っの小規摸作業勝を立ち上げた緩織であ

る。この協議会ならびに作業所を立ち上げた人々の声

は以下の罫趣意書轟に魏実に語られている馨。

ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

i「轍ち融ま轟緒破麟ら嚥幸鑑を隣して鴫
i麟鍵盤域擁購会鯵名糠緬の繭として諮i

i域欝難儀郷犠誕霧集解諺．1
…確獣なってしまう難醜かで談編賦した吸引
i幸にも没もてしまった時，この子供達はどうなるのだようと，i

i躍懇羅議ll徽li
i験して繊醗畷齢濃新しそう繊細な託i

i難綴霧総魏暑蕪鷲㍉
i讐鱗麟鍵論§余名と一一…

礫慧1㌶ll難i
なことであ鯵，行救ダ）麩きばか馨を待てな墾箋実であ争l／ます、、i

　障轡者を含めて私たち霧が糞彗意とカを鞍集して行i麟を莚こ、

さな離離ら嫌謹漁歌ち蠣鋸籔麟賊i
びに地竣凝会に嬉もて誘えを莚こし，鯵解を求！めて鴛かな葬i

甕ば失が雛1ナないと思うのです。

　私たちは縫害ぐ還i域の枠を越えて誰もが舞禦できる痒薬勝、

難㌶㌘驚1灘i
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です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
礁たち磯る匙蘇を観てみませ繍．そしてそ磯

を饗実のものとしようではあむませんか。震盪紀1こそのほと1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
んどを生きていく子鍵たちのために是舞ゼあなた嚢身が参趨i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き
する作業新作り藩に参撫し，ともにカを合わせて活動してい…
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
きましょうひ」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

　この趣意書文からもわかるように，障害を持って生

まれてきた人々のライフステージ全体を見越した継続

的地域生活支援と家族力動を中心1こ据えている。

　また，発足準備の経緯については以下に機略を述べ

るσ

雛勺

・障害巻本人の立場からの纏縫を推進する。

・障害毒の霞中活動の場を藻絶して謙遜的に作業蕊やグルー

　プホーム等の施設作むをして行く。

・離筈考の家族ケアを大事にした覆縫活動

・障害者の妨穰（箋幼髭〉鱗・学齢鱗・成人難・老無難まで…

　のトータノレケアとしての幸馨養毛ネットワークづく鞍難

戦㌘　　　と　繕で　醒
事業

・地域舵業鋳つくり

・緯害毒本人とその豪儀への支援

・会疑への姦轣轆報の鍵盤

・養護学校・特殊学緩の像護饗

・学灘縫・学齢を越えた縫害者の保護者

・この趣旨に賛講ずる人。

欝欝年産事業

5樽　馨業態設立委員会拝酵　（鋼会月2鐸〉

慕舞　作業駈場所探し

曝還騰磯靴鯛欝集繹場駒勲と難i
8層　難業湊議長の選1熱業務・越選爽容作業内容の決定i

鰻重三韓福鶏事1こ書類鍵議事鱗嘉島毒から福島察へ書類鍵・

　　舞
舞～翌年2騒　指導羅憂）募集選撫

3∫1　§弩懸準鋳・職嚢酵多鰹

4暦　作業懸鵜藪

　こうした運動と1講談のテンポは一・定遜常のスタイル

をもっているが，「趣意書雄にも示されているように

「障害者の幼穫（畿幼児〉難・学齢期・成人難・老奪

簸までのトータルケアとしての裾縫ネットワークづく

り」の表羅に特籔がある。現在は，3犀馨を遜え，そ

れぞれの利環者は6～難名程度で，市内の養護学校か

らの作業実習受け入れやボランティア，地域との交流，

文化スポーツ活動，余職活動など，課題も由覆する申

で明るく地域生活を送っている。

3　「わんわんクラブ」の活動

　／餐　活動の始ま》

　そうした協議会の活動と小学部の低学年鱗からつな

がりを持っていた保護者らが，月2響の教課後活動や

体籔活動をはごめ，子どもの成長，観の負担軽減，悩

みの交流，家族きょうだいのレスバイトケア，音楽セ

ラピー，子どもたちの地域生活の支援をめざし「わん

わんクラブ」が欝§§年2声1に発足した。この会は，今

後，養護学校や特殊学綴の子どもたちが放課後や偉績，

長簸林業中にのびのびと安全に楽しく生活する場をつ

く鯵，豊かな生活経験や社会的体験を育む地域的活動

に皺む緩んでいる。主な活動をあげると以下のように

なる。

　・遊びを通した療奮活動や音楽セラピー教室，文化

　　的活動を経常的におこなっている。

　・公共交通機麗を活躍した移動や買い魎などの体験

　　的学習を保護者やボランティアの介助でおこなつ

　　ている（お泊ま善会．プール，市内探検，動糎と

　　遊ぼう会，地域の子どもと遊ぼう会など）。

　・保護者のレスバイトや就労保障への取鯵緩み（地

　　域の権談活動や霧への交渉）。

　・養護学校・特殊学綴の在籍児童生徒に限らず同じ

　　地域1こ住む子どもたちや住蔑と公渓館などでの交

　　流活動を積極的に進めている○

　・就学繭から高等離卒業までを箆通した地域支援活

　　動の構報交換や藤内の養護学校．各親の会などと

　　の連絡調整とネットワークづくり。

　・社会懲祉協議会からのボランティア受1ナ入れとボ

　　ランティア養成。

　小学i年生から中学3奪生の知的障害児，肢体不警

露児など多様な障害・程度の子どもたち欝名とその保

護者，指導．員，地域住罠，学生などのボランティア

（「福轟大学子ども嬬祉ボランティア」登録誓名），地

域の協力者（長生委員，元教員を含む）総名がサポー

トし，養護学校の余裕教室や地域の公観館．蔀保健轟

羅センター，公園などの遊藪施設を活耀し実績を積み

．隻急げている。2暮鐘年9月以降，それまでの月2繧を毎

週水曜隷および月数罎の土曜嚢活動，長難休業中の6

舞程度の野外・自然体験娃会体験活動を実施してい

る。その課，きょうだいへの支援にも醜態をし，こう

した子どもの居場蕩づくむとともに，地域の公蔑館主

催による住民交流事業の全癒運営や市民・学生向けの

ボランティア学習会を年数羅おこない，鎗§2年H月に
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福島桑における障害甕の地域生活支援について 鱒働

は県内初のフ悉一ラムを鱒催するに至っている。また，

県鶴舛の障害晃者の休嚢保障に取鯵纏むグループ・羅

棒との交流や学習活動も実施し，広く県内の保護者や

ボランティア，捲導員のネットワークづく鯵とその鑓

点づく瞬こ義手している。その申で，県内の保護者関

係者からの縮談にも応じている。

　この会に関わるある母親ξま，小さい頃からあちらこ

ちらの集会や学習会，養育・調練会などを転々として，

保育所や影育て支援施設の一驚預かりなどめまぐるし

い生活をこなしてきたことを淡々と語る。その姿は，

この方にとって実は子どもを介した人的ネットワーク

であったという。

　121「福島大学こども福縫ボランティア4の声

　このわんわんクラブや先の小競模作業所に関わる磁

島大善妻の学生ボランティアA君の言壼録を見てみる。

　　…祝翻クラブ跨活動蹴翻1よ健も筋もボi
ランティアもお歪美いなれていな乱・ということもあり，今振婁）1

返ると韓ともぎごちないかたちでのスタートでした．主に子1

どもと遊ぶことが私たちの活動の中心ではあるのですが，子…

どもについて全く鷺らなかったことに簾え，障害のある子ど1

も抄う離鍵こ簾融な純か鞍もと罐猟烈
震麟こ鞍懸趣て涙よう1こ鳳られま臨
ちがこのような状慧であったことを考えると，子どもたちは1

そ数以雑こ不安な気持ちで遍ごしていたのではないかと悪熱i

ます。そういった状慧を考癒してか，はじめの数ケ月ほ義さ1

んも一緒について活嚢を行っていました。もちろん，髭ず矯l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
ら勃轡ン敵ア鉾諮峨が子をあず嚇舷猷引
そうすることが灘たむ麟のことともとれるのですが，その状i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
I態雄私たちボランティアにとっては軽みの種でもありました。1

　（中盤各）饗在では霧さんは分離し，完全あずかむも行われ，

本畑r梶祝クラカの渤へと近づきっっ劫ます海瀬

継んとボランティア礪働遠離まだまだ嶽たと1謡
えません。緩であるから難っていること，感していることにi

ついて聞くことで私たちが学べることは多いと思いますし，…

綾さんとボランティアの縫係が密に捻ることは雫活麟の上で1

も鞍です・一観杁クラブ遊繭よきも舷する働
にも，親さんと讃ランティアが議せる場について考えていくi

べきだと感じています。　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　子どもとボランティアのペアは毎掻講じわけではないので1

すが，麟数を重ねるごとに私たちも子どもの名前やどのよう1

な子であるかなどを難っていき，子どもも私たちの存在にっi
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
継て認知1してくれるようになむました。活肇嬢こつ疑ても，ビi

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝
嬬どを xと鰍鵬鋤・子どもたちの鏑
を大窮にしながり，屋轟鶴での遊具を購いての遊びを中むに1

行うようにな諺ました。翼にはプールにも入甑子どもたちi

の蕩びはしゃぐ姿が多く見られます。鰻さん，またはボランi

隊アによる議齪も行繍晒1こあっ聯聾
聡慧葵婁灘麹錨も窒解毒築墓茎麟
1ること，各々の発達に感じた遊びを鴛うことを藝的として活l

i轍ました．達懸灘％子もい総雛をおし網
iしいてはしφぐ子や投げつけて遊ぶ子もいます。どのようにi
！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
遊んでも齢ですし廉しく笑顔で欲砺動はすべて励…
る気持ちでかかわ鯵ました。おもしろい活動や遊びに出会っi

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よた子どもたちの様子は実にいき継ぎとしています。葭葉が少…

な好筋っても演嫉辮1こ鰍熟んで濾蒲捌
ら浸の強気筋続施てくる憾じること移くあ鰍

iそう㌔硫駒子どもとボランティ鴛かか醐撫こ躾l

lはす・強も纏雌麟って緯1こ馳馳姿が鄭判
ることからも，楽しむことから携き毒されるカというものはi

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I大きいのだなと慰むさせられます。（牛酪）　　　　　　　　…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　一一年と数ケ還の活動で，「わんわんクラブ」にかかわるボi

議躍念整難，童僕澱讃携勢㌻禦i

…プが赫観ていること栃犠・な鍵搬膝ま齢が，i

な歓顔違蟻で1謎ラン歎嘱麺猛毒も活動搾肋認i
陣ん携好ブ」によってたく猷のつな趨が生蕪若

います。地域を巻き込み，そして地域に愛される「わんわんi
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨクラ郭であるためにも，活動を通してつながる人と人とのi

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　li幾孫は大讐1こしていきたいと思います観　そういったっな毒㍉

i鴨たち轍や学びをよ嘯くするきつ幟鵡とi

il繕☆論難霧驚1瀦鞭i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓とが多くなりがちです。私の本音として鶴亀験なことも悪i

いことも，少しぐ於ならや礎ておいても賊やのではな絹

かと懇っています。そういった行嚢から学ぶことが私欝勢多i

i議論鍵1讐濃霧賃繊細
iるといった，艶歌は齢こつなが藪長ができる憾i

i艶、る栃です．簸ろん躰鎌1こ齢わっ酵，解…
i鵬1こっ雛っ嫡するめ娠蜘させてはいけませんし，i

…絵簸る騰も趨雛ね蹴り総んが，馳の蹴劇
になる，また縁こうなってほしいといった，子どもの悪いにi

驚繍’鋤の纈猷灘言にしたく跡灘ん・子1
…獅主離が雄山て奪寵とも㌃うことだ1篇つ
Iてはならないと思います。そうは懇っていても，子どもの行…
！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
鯵熾て大愚てどこまで認めるかと疾と1灘難！
…しく港島腋も騨総々へとたど陰養いてしまいます・1

…矯発ちゃん・」薦って駆け寄ってくるこの子は・はっき馴

i霊つ硬くてしか励継こちらも嬉し伽て体i

1薦総縁談矯激蕊証隊贈
麟灘灘2灘Σ課ll綱
1この子が旛っこのなかで要求していることは蓉｝なのかというi

一瓢一
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ことを考えるようになりました。　　　　　　　　　　　　　1

　抱きかかえて騒を合わせ，お互いにほほえあいます。私のi

舞をつまむなどグ）いたずらをして喜びサ注意をした鯵軽くつi
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

l蕪藩1㌘撮離llli
もは1藩分の気持ちを映す鐘のようにも患えます。こうしたやi

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！1庭むの中で，この報ま壌傘こ蓬葱を緯1書ナさせ烈・，コミュi

ニケーシ葺ンをと1）たい一という思いがあるのではないかとi

i蹴るように樋裁た・総額1切物と艦齢てもi
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I霧手・をたたいたり，弓iっ張ったりしてしまって逸睾デられる，　1

雛むから叱られるということが多く，なかなかうまく閣係をi

つくれません。ボランティアであっても，｝毯っこしてくれる1

人や積極的にかかわろうとする人でない霞むは，なかなかか…

かわりあえないようにも見ら彪ます。私はこの子の積極的に

六とかかわろうとする行為をできるだけ大ζ撰こし，「やさしi

く、1と声をゐ擁ナる程綾：にするようにしました。

　まだまだ罫ども瞬1ま豆）コミュエケーシ垂ンはうまくとれず，

叱られて「鷺っこして。」と逃げてくることもしばしばです一

が，最透はたたかれて遷げていた子がたたき題す，しかもカ…

の藻1藏もできておむ，お一窪いに笑いながらたたきあっている1

という光景が箆られるようになむました。体つき隷もちろん，i

孝離麟な藤こおける蔽というものも大きく感臆す。激しi

い腕播蛎糠てい鉾が，懸こ嘱拠鋤，騰i
よ13も多くの遊びにも興味をもつようにもな謬ました。少しi

ずつ践長ずる姿をこれからも野守っていきたいと思います。…

☆幾1☆◎犠111
ていけるところだとつくづく感じます阜これからも「わんわ…

んク残鴛繭を凱ては移く騨弾んでいきた
いと懲って静ます○

　　「参議鶏大鑑鉾こども茎墓宝鑑ボランティア1

子どもを翻こす赫ランティアであるという誌そし
て活動にかかわる講演会等の参簾もあり，晦での移動が多いi

ことか転　今無痩からボランティア藻験に醸表すること1こな…

りました。また，霧雪舞緯こ霧遷しての達筆各や義蓋し金紅海のできる時1

難を設げることの必要性も出てきました。こういつたことかi

ら．灘にジわんわんクラブ」などにかかわる学生ボランティi
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
アではなく，堅式なボランティア懸捧として活動しようとい…

　うことになり．今｛事三変分鰻弩，「篠島大学こども橿縫学生ポ1

ランティア．としてτ欝／驚へと登録しました。名篇の選鞍，

子細鋤た痴灘纒蜘ま鋤聯囎
罎需も難灘響隷壽器｝li
かは饗わしくも患えますq

　一年と数ケ擁の「わんわんクラブ、における活動を通してi

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き・学んだこと甑実に新鱗なことであ甑そしてそ鹿は実に当i
たり蒲のことでもありました。障害という致葉に鑛発をもつi

て吠都，轟害があって紡んな靴ノ＼翫」酔うこi

とを感じ，また瞳害についての知識がいくらかあった考は，

江爾じ鐘害をもっていても全然違う」ということを，実践を1

陣して学ぶことができま臨イメージ栃麺絞しまつi
1ていたことが実に愚かに感じられるくら塾に，iわんわんクl
i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

ラブ」の子どもたちは豊かな心と表情をもっています。時懇i

鷲瀧灘ジと濃野暴凝糖i
　ど麟臨謝てほし懸腕　
横縫もつ磯すべき瀧馳ます・子ど駄紛麟が…

鋳るこ講赫赫鋭と購螺を鋤誌つか魔i
もなるのです。私たちにも幸せとやる気を纏えてくれます。　i

お互いに蓬解しようとする気持ちがあれば，障害に関係なくi

ノ、騨籍す旅館柵ず於きていくも艇と勲ま列

撚癖縦麟人に賦妓盤趨う鍍楓購発日

i懲馨1難懇鯵1懲警i
ど歓ちの矯と談さ紛梶1諏そし磯節耀い
を厳動力とし，これからも「わんわんクラブ」と共に麹域にi

たくさんの笑顔が増えることを目癒して，「織麟大学こどもi

i擁量ボランティア」は活動を続診ていきます。

4　仙台市の灘スモスクラブの駁撃組み

　騰　障害晃学童裸育からの出癸i

　またこのわんわんクラブが学習を進めてきた過程で

見学複察（鈴蘭駕6月）に鐵鶴いた纏台密のコスモス

クラブは，「留守家庭児童補導事業及び児童館クラブ」

で設置されている学童保育事業を難童の放課後生活を

充実させる学童保育を確立し，障害舜を受け入れる麟

農と体麟と障害難の教課後や長期休業の生活を充実さ

せるために公的援助の体鰯を確立させている。春休み

や夏休みのなどの休業中に2－3琶llずつ，鶏や学生ボ

ランティアの手で始まった。

（2｝危機から鐙気づき（代表からの聞き取蓼よ蓼）

　　「養護学校と家との窪縷のみという我が子との生活においi

議瀦難蕊鵠糞猛鐡
つかず，入霧釜を余儀なくされた。そのとき，我が子をケアす1

る祉が誰轡な疑と1こ勲蛾灘た撫う・就め鵬細
障害の施設1こシ豊一トステイをお霧藝、した。安静1こしておくi

麟篇驚雛誕募1難譲i
i銚ア磯鮪総齢雅鰤ら碗づき深して難き…
1揚働へ翻へとい備灘あった・鵬魎隷矧
附ても翻糊購触欝1犬翫鯨で蠣細
しな腸まず3牒ま撚できるというところ筋就まつ
た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
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旛島集書こおける障害髭の地域生活支援について （鱒輸

　最擁齢ろいろな人欝欝1歩講親の学童麟をつ旧
る会として新擬で響びかけ，韓名透くの人が集まった。今かi

ら運動を起こしたいという講に録して，すでにそういった場i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！湊があって活嚢が始まっていると思われていたいうのが斑状：

麹篇難業蓮鑑鍵蒙なマ縦羅糞i
か建ても動きはなかった。しかし，まず・i年1濠どサークル…

躍轡難無霧塗1’羨擬奪嘆誌享i
にしていった。場合によってはそれを市に饗墨した。灘への…

霧禦簗鷺勢準ξ霧訴饗1努鵬i
　肇へ要望を毒すのときのこつとして，薬事煮が本巻に大変i

だと霞とを隊協そ観のよ槻ころな
を誰勺暴露豊こノ貢していくことにある。」

（表董）　平成纏年度　3スモスクラブ事業計醤（案〉

嘩．敬謙後ケア事業

（舞　醗設予定欝（金毒筆　2暮詔擬）

鍔　45§7一蓉§欝潅i董2陸23

　iつのサークルだけに慧衛の支援はできないといっ

た風潮を破り，凝護をつくって大勢の人にも子どもた

ち看）場を｛糞っていって嫁しいという自タ｝たちのプラン

を提案し続けてきた。その遍程で，具弊策を提出した

ときに争糞敦餐至当者から馨凄まれたという経緯があった。

現在では飽に3つの擬点ができネットワーク化がはじ

まっている。この活動の特徴はまず，麟度を行政でっ

くり．その麟穫：に乗って多くの活動グループが名乗り

を11げ，科繕者が増え，各地にできるようにしてきた

ことである。そして，翼体的なプランをみずから提示

していったことにある。このクラブが灘指したものは

以ドの点である。鰺繋年臆擁の時点，欝欝年4ヌ1の予

算獲得後のものである。

　※登校……学校登校韓　（合舞　臆薮1縫〉

　　土曜…・土曜開設欝

　　長簸……長雑体馨に開設する鶯

嬢1　場露量　コスモクラブ

畿　厳容

2．畏難鉢鍛難懸ケア事業

麟　開設予定馨（合計　9欝難）　麟　海容

・送趨を像鐘する。

：1難1蕊欝1慧lll『
櫓襲乙て涯雛展鑑アノレバイト欝熱鑑引
　ランティア多数をおく。

・橡魏蝉校轟～1霧等細年」銃た舅一銘受i
　諺入舞

・絹設蕪等慧層躍欝～金曜欝欝時～罫時

・蓬藝鐘舞の給与や家蟹は購の補至鶏金を受ける

・教経費，光熱費，おやつ代は溺繙書が震麹する。

　　　　　　　　　　（障害保醸福搬課への要望の中で）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
略1特　騒曜霞から金曜雛，第i第3第5土曜馨，捻一賀時！

・場瞬　コスモスクラブ縫点縫褻の一転家

・会嚢　小学校i年生～趨等部3駕生

勝報灘鱒入・餌鴎人　　　　　　i
・運雲資金　鱗台市からの補麟金，入会金，年会費，瀦絹麟1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　以下の表iは異体的な運営を示したもので文末の資

料は徳台市の規定である。

場綿駿セン外…輝養護轍
・　＃　　　　　　　　　一

ﾄ季i3麟1　　3簾舞
冬季…i藤下て＼
春季i　2ξ譲羅　1＼、

鯛鞭i至鱒暮～錘：30

鱗人数i　i欝2獄
　　　1
鎧導員旨旨尊貴　塵人

韓簿1簿ランチげ2§人

　麟　これからの課題

　まずクラブ関係者が開題点としてあげているのは，

送邊の題題である。送逓（移動）が不完全で，親の就

労が十分に探障できないことや縫点が遠いのでいつも

遜えないという開題がある。また，運営の中心が親の

ため負担がかかりすぎること，家賃の全額保障がない

ため運営費への圧違があること，指導員の給与保障や

待遇面での改善が蟹れないなどがある。

　今後の課題としては，送遜や財政的援助指導員の専

門職としての醗修をおこなう上での公的支援の充実，

学習会や話し合いの羅綾化など保護者の連携を強める

こと，勉の障害児学童保育グループとの連幾や椿報交

一§3一
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換，小地域ごとに遜点を増やすことをあげている。具

棒的には，レスバイトケアの施設確保，肇での送り邊

え鳶料事業の懇体，長簸休業中の養護学校の施設聡敏，

常時韓一30人のボランティアの確保などがあるG

　また，内容嚢では，駕齢が高くなり，二闘に露人で

雄．雨の蘇などは1魂難1こなること，地域の理解，つま

り様々なクレーム（騒音や声）やボランティアのマナー

など（豪の行列．擁帯，地域の応援）について社会的

ノレールの重要樵もあげられる。勝手な患いこみ，応援

していると悪いが，様々な課題の背景にはある。露分

たちでまとめていくこと。その健に，教育委員会との

連携など諸機縫との驚係調整もあるが，霧実的には緊

急鋳の態慈とそのマニュアル建である。

　今後，このクラブではレスバイト事業は霧途事業化

し，建業漸，　　幾時疑ケアなどへの登録をはじめ

る準備に取考かかっている。レスバイトケアの事業は，

すでに母子通講施設，作業所でおこなわれてお鯵，i

l筆欝講灘§縁i泊癬§奪誓｝1で次の駐麹設におくるところが

ある。　したがって，新たにできるで乍業所は，いずれに

しても休憩室や繊鑓などを完備するようにしている。

レスハイトケアができる準薦である。麗在．送達は．

緩人化されている小雛模修業所のみになっている。

5　千葉・佐倉市の蝦蟹緩みから

　辮　「あかとんぼクラブ」設立鐙経緯簸

　簿解奪7ナ／に｝養護学校の教鐸有志が子どもたちの

放課後や長期休業中の鴛三才汚のばをつくろうと縫癖漿の

動鋳講壷や施設鑓学，文献暴発，役醗まわ導をはむめ，

§llに養護学校σ）保護者縮けに葱識調査を実施．小学

　　　　　（鰭較薫｛懸）％〉よ彗。罫どもの教課後｛幡嫁1

　■i活の場が1毅、いという結果を得た章溝内での説構

会を経て．弩蒙る会」への気運が高まった。鶴舞麺慧

壌域の公民鉱で「篭る念達を籏霜げし．翌年の・窪弩を

めどに，講名を越える稼護者縫孫者での偉業分墾がは

じまる。雄繋舞三4弩，地域の驚1的障害者蔓護三施1没の一

室を1謝りて，講クラブを馨難所式を挙行，首長の参廊を

得て．スタγフ3名，麟・1保蓄定員7名でスタートし

た。5∫／には・遷建て（慰呂トイレ付き）と童‡」古のワ

ゴンを購入し．養護学校への送遵も闘嬉した。欝弱年

711に嚢鱗休業中の網1ギ1者が増擁したことに伴≒・，行

政の許響を響て，公共施設を4薩曝妻1．無縷で占有。§

メ！に無事より翼2（》を散書｝し，磨墨羅との交謬の舞台

1こ立つ。至2霧雲群馨者のさらなる増襲翼こより，奎逡点の移

転を後難し，バザー等を選じて，蟹内のバ蔭アフ婆一

化の改装をおこない，翌年4月に移転。敷地鐙§坪建

坪約欝○坪の麹件をベースにi嚢の定員欝名，　スタッ

フ欝一8名となり，同鋳に地域市町村からの補助金の

交付がはじまる。2§蟹｝年聾月翌年4趨1こ送還鐸垂ワゴン

車や車梅子婆フトつきワゴンの寄付を得た。

　⑦　レスバイト，幾の就労支援．子どもの発達（自

　　立）支援の3本柱

　この「あかとんぼ」設立の特徴のiっに，障害児者

を鰐象にした地域のレスパイケアや社会福祉法人のデ

イケア，たとえば，在宅介護支援や保護者の就労支援

だけでなく，家薩や学校以界の地域における生活の場

づくり（第3の生活の場）と紳鷺集懇の中での育つ経

験を保瞳しょうという幌点がある。近葎の学童保育へ

の障害発の受け入れ促進事業（助成金の換算）や「全

児童対策事業」，遜辮・入所施設でのレスバイトケア，

あるいはそれぞれの幾の会やサークル活動によるイベ

ント約定顛的なr余澱・レクレーシ董ン」活動は，実

数として小燈毒薬ながら急速に拡大している。

　しかし，毎裂葦の瞬設や送邊，スタッフ・指導員の確

採，維持といった基盤となる課題とともに，運営費の

憾みやそれを克服する纏久的な諸麟渡の確立，なんと

いっても保護毒心教麟の粋を越えた共購が様々な慶陵

において課題となる。その点で，察庁内に障害児の放

課後を考える連絡会議を結絞させるなど！ま示唆に欝む

ものであった。

　橡麺・教育行靉靆孫者の串には，どうして瞳害発の

放課後まで考えないといげないのかという意識が少な

くない。障害児縁羅綾が家庭でみて当たり蒲。ノーマ

ライゼーシ黛ンの／痔代1こ葬拳害者を分離するのはいけな

い，など霧挨の意識にも藻異がある。しかし，

の董軽で｛建毒蓄髪i毒謹遊感ζ姿柔）銭宣しうるという翼謎感琴ま，重

要であろう。輻密着は，繕場所から奪影響の学童づく鯵，

「レスバイト，霧の就労支援，許ども鵜発達線障」の

3竃立て，そして家庭…学校一難1域生活融つなが琴の

宰で，学校や家庭の麺長という枠緩みから強糞に擁か

れる生活世騨を講懇している。今後の課題として，全

覆麟霧模での該諜後ケア綾織．連絡協議会の立ち11げ

っっ，法律の設置において，障害児考とその家族1こ下

溝欠な入所年齢条件の緩鞍や保護者の就労の糞無を闘

わない，本来の「全党童」構想を購縫にしていく時鱗

にある。

　次へのステップヘの課題として，どんな説明機念で

もって飽養との共購を1まかるのか，活動での独登1の育

ちのプ馨グラム，つま善家麩でも学校でもない地域で

一襲一



福鶴銀における購書晃の地駿生活支援について （4鱒7）

の発達保障の内実を深めることになる。

　（3！市の裾継行政にとって必要だという観点

　保護者と学校・教輝とのコミュニケーションを基礎

に，学校，家庭，地域での内容的整合性を強めっっ，

そんな申で，養護学校の放課後保障を行政の視野にい

れていく取り緩みが講時1こ蜷移している。あかとんぼ

が補助をもらうまで，しっこく遜う，季渡しで資料を

持っていく。定期的な首長交渉，驚害蕪縫諜に全体と

して理解してもらうという行動療雛が貫かれている。

薪楽をする」ではなく介護蓄がほっとできる場（難生

省）としてのレスバイト機念を活かし，灘ビー活動．

南長との懇談，醤野0法人格の取得等による行政の認

響を取り付けていった。簿釣鐘書髭施設でのデイサー

ビス6）落幕や併購を通じて，ただ積かるから安全であ

ることへの橋渡し，そして行政に働きかけるときの受

けのいいl　l　l二として£l　Vなどで搭叢入所，舞子家庭へ

の補鑛金，税金がやすくすむ，矯置の時代から安くあ

がるなどがある。

　また，プ藤グラム，露串遊びのあり方として，好き

な遊びができるできないが顕著な子どもたちにとって，

学校でやれないことをつかむために学校の教麟が持っ

ているアドバイスを得たむ，糞密な遊びの中で，子ど

も属土が幾わって発達保障を促す幌点に養護している。

また，学校ではストレスが高く，緊張感があることに

嬉して真摯に受け鑑め，ここにきたらこれをするとい

う饗的意識を持つ，あるいは見つけてあげる努力が払

われている。アート騰係者や違う懇路の人々というよ

うに，親と教轟しかいない生活から，縮縫，看護，玄

人の参灘を得ることの重要性がある。楽しさ，就労，

嚢び，就労の邊続牲，知的障害潔の籍生施設職員から

機関連携の声，教鎌もいろいろな経験をさせてあげた

い。お懸いして跡うられる関係から働きかける関係へ

の転換1ま大学生や高校生にとって，知らない騰界にボ

ランティアを通してはいり，閣わ蓼を季寺ち，養護±学校

での運休活動の発緩と高校生の参擁など，いろいろな

年齢麟が関わり合うことによって今までにない刺激を

得ることができる。

（表2） 夢一般学童探春まの障害発受け入れに麟する都遵鰐禦単独事業融実施挨溌（2総2隼慶〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜欝縫隼7羅　全国学童媒膏連纏鵠議会講べ＞

鍵．　　　　塗　　雛　名　許　　　　　勘書　　諜　発達垂獲　　　　　　　　事　　　叢　　　内　　　容
滑、∫、ミ纂　学褻クラブ事奨還一讐補勧　　　　　　　　■ぞ蕎て鐵進諜1欝鑓驚度　篠憲憂菰人かろ，疑童玉人舞鶴憩．4丹鍔）

一嚇『重 ﾍ鍵愛聯蝶蒙費鰯安　　　　　穿酵家嚢諜瀞鋒刺縫警態琵ノ論銃まで簸麟耳1，4膨．鉱譲欝1鷺離麟壕聾勇み懸ヌ
瞭1謬　壬。一、麟後難肇健全舞騨讐　　　　一ぱ，蒙薮黙重瓣差磯：縫講罠（3入践、鉦，大鰐籔．紡饗、臨難蕪鐸験縫方醗

繰言鱗迄　二楚藤クラフサ臆一叢菊　　　　　　　藁家難諜　玉鯨鐸，■箋　縫薯懇絶入から、嚢懸弱．‘華挙

1、　奔騰クラヅ交流遜、季移癖講参叢　　　、～家董諜欝験渡　　｛雫競ほメ、から受嫁．2翔輝輝灘額了．鱗ユ、，　　一礁貫蔓離礁）

三焦．．r 竅@　　、覆鱒豊海童舞糞‘｝）餐妻壷｛攣奮クラブ恐妻嶽“業　　　　ども　無筆…舞1，篁蟹｝ξ雛　甕　　　華黛　　　　‡騒ま…一入藝毒　i盤一ヲ　　こっき羅373爽評種

芋豪華．．葵響叢　　　　　　　　　　一食縁こども、諜il欝欝霞　罐一　1人掛ら．溝　i嬉．赫ノ

遊　　　　ヂ経籍簿、隈難鰹　　　　　　　　1窺家庭・　豆粥　義　．姦髭（2雀姪，薦溌1から〉

販鞭　　叢後　　　牽全糞、～箏蜂　　　　　　　　「一難家庭，舞　欝欝　甕　騨霧欝鱗ノ、一き鹸象で1人簿／こ難懸垂馨、欝欝

、蛍難　一『賑r一難欝璽欝幾繕叢　　　　　　難聴家鶴翼　至継’一菱ll蝉難ほ締り3んで、灘籔§、麟跨
＿　　　　　　醸叉．後　薫クラブ遷薩灘饗　　　舞吏疑箋　1§鰭三一穫　灘警警二重メエら，嶽麹講錘轟難一　撃こ縛至．2胃

蘇…”．。。汎。饗議楚。　　　　　　　　　　　ご　も　課　靭整復　垂警盤行人炉・誘轟薄藍。鋳鶏

．1　　　恥　漫λ薩礎舞叢　　　　　　　　　建藁家嚢課　鱒曇年獲　簸撫著12名以1二，灘懸｝万）

雛欝　£舞　響晋1一璽ク巧プ薄蔭簿業　　　　毒警撫　　i欝欝鰻縫　滞空黙i人か叡　　　　　　階’
i霞　一。碧うフ、，蔓欝謎鍍琴幾　　　　野薄て交接諜・1騰董葦覆　、誉圭撚び、爵ら9人まで，一一八弩総蹴繧）

凄　　　壕離離　糟ラプ臨臆等幾叢　　　　　　1仁奮て支擾謙　童懸§韓渡　懇渓‘一人1こ一豊弄糞芳肖ノ

縫霧　贈選。。．　獲、雛ダ簾事業　　　　　　毒少薙髪童蒙襲嚢　欝鱒｛手締　　　　．2鳶楚こ．薦懸礁撃齢

夢鎌　　　一層、都　　鮫欝，襲　　　　　1鑓墨家庭諜　講籔穫　　．蜜麓1嬢海難’難産．錫｝

謹…一 @　　一一一縫謹糞　無、　　　　野糞て又邊蝶　21購｛筆三度　響鍵縫熱熱ら難襲3、斜

、繊　薫ク嵩ヅ事業　　　　　　　　　野薄て黄癬諜　2鶴〔緯度　・，誘｛1八握li．雛憂欝．鋳〉

幾　　縫縮　　　鍵縷フ7　箏燕　　　　　許どt、豪癬諜2騰鋳毒　麟鑑薩ノ、難、蛋二．彗星鑛至L葵醗
一　　羊蓬聾募誌気叢髪妻妾織薫ケラヅ慈警三建受発、麦叢棄藝i嚢　　，し　霧垂…髪　庭　諜　一2綴羅驚三度　「町圭害華塾　（2茎以量二，　垂｛爺4マ．4ヌJl辱｝

雛水撃　　放課後幾重健ズ欝蓑事業　　　　　　　　　　　発奮家庭　諜　　蟹多磁舞茸童　馨輩響聲（聖メ、舞三額雀？．了7『，　3入まで〉

華馨　　饗難クラブ瞳警鐘受入事業　　　　　　鞭童家庭諜睡朧奪度　隣裏発縫人の場　鐸霧鋳鍔，2一馨人の霧　・無師巽

譲擦，懸蜜，課綾楚郵撮事業　　　　　鷺董簿縁家錘翻2縫2奪霞難筈発（2入から攣鶉茎芋、霧講，簿護から）

幾野雍　響叢クラブ事業（薙攣）　　　　　　　　轟少隼家庭轟、2懸2奪度　離婁難韓人から灘懸雛．き万，総奪甕から〉

剛藻学童簸譲受援事業　　　　　　瀦鳶て実接調2鑓鋒度難事曼（至人以■とで指導嚢謎筋場合，単顧霧韓／

叢鐙票　簸欝発受言入農饗進事業　　　　　　　　　難産家庭譲露麟2毎度　難書髭（翌人から3人家で．単懸欝、2万襲〉

舞舞緊　灘露鍵受人饗進事業　　　　　　　　　　　　こどもみらい諜、2鱒慧年度　鐘書髭廷人から3入まで一人隼嚢銘彗万糞，4人鑑上く鼕鼕難象除く〉驚懸雛万難

蕗



（4鱒8〉 麟島大学地域麟造第錘誉第2号欝競．麓

6　県内の聞き取》

　総　学童條蕎捲導員

　罫どもが安心して遜える学童保育，とくに障害晃学

童の運営には，いずれの指導員も膿むごとや憾みが多

い。これは購時に保護毒にとっても同様である特に指

導舞にとっては，欝数名から鵜一驚人規模の施設に対

して，簾算搭叢が事業として進んでいる。表2のよう

に全縫的な動きから発てもわかるように，i名以上～

4名取11として、購懸計算がなされている。新たな指導

員の纏い入ればもっぱら1璽難なことに擬えて，専1彗性

に関する不安定さがある。i人の子どもに場合によれ

ば数名の人員が必要になることは珍しくない。しかも，

学校とは違い放課後の生活の場として，軽えばi難生

の時はよくても，2難生になって下緩生が入会してき

たときの騰りの子からの類待や要求への対悠といった

ヂども集団への指導性や遊びの性質や内容の灘係の転

換が不辱欠になる。優れた録育実践を積み、髪急げている

ところも少なくないが，送邊という業務の設定や施設

設備の安全性の確保などソフト・ハード面において，

「安全」という棒線みが今よむもさらに関われてくる。

　一方で近年σ）「全発董対策事業」の流れにも法意を

要する。この事業は発童館などの大綬模施設に子ども

たちを収容しようとする動きで，小地域における障害

児放課後事業の纏縫に大きくブレーキをかける懸念が

ある。

　⑦　障害者地銭生活支援センター

　繋内での逝年の動きでは，障害児考の雄域生活支援

センターの展鵜がある。そのiっ，郡山の鷺こっこリ

ハウス」では，「かゆいところに手が届き，実鰹に養

える禰緩サービス」を合い言葉に，主に知的障害や重

縷：心身蹄害のある人へのレスバイトケアとして，「タ

イムケア（一一時頭かり・振遣〉サービス」とr移送

（送達）サービス」，そして各種の活動として学習会の

開催やケアボランティアの養成．地域での瞥発活動な

どに取り績んでいる。登録サぷ一夕ーを醗還し，孝覇

者は会員登録で奪会費，禾1覇料で運営を展開している。

この活動が次年度以降の「支援費」麟凌の導入と纏わ

りながら，福島においても障害児者の居場所づくりに

大きく貢献するものと患われる。

　「支援費」については，身体障害者嬬継漆，知的障

害者蘇被法と並ぶ児童纏縫法の障害児関係に限定して，

野繕宅生活支援蕪のなかで児童羅宅介護等事業，発童

デアサービス事業，発童短簸入藪事業をこの翻度の対

象サービスに縫み入れていくことが考えられる。ただ，

この鰯痩が持つ様々な麟約，縫え嫁住居施設の面積な

ど，拡張等に経費を投入してもそれだけの運営費を工

蔭できるかどうかあまりにも不透明である。

　また，会津若松の饗P（）法人障害者地域生活支援セ

ンター「マカセッセ董はこれまで近隣の養護学校の保

護者がおこなっていた休褻1の文化活動を土台として，

「地域で暮らす障害児・者やその家族の方々に慶安心掛

『手軽遷郵便零縫な介護サーどスを提供し，纈祉の講一墨二

を籔ること」を嚢的としている。知的障害児者の一■帰籍

覆かり，長期休業申の生活講練事業．将来的には生活

ホームや本一ムヘルパー諏遣も視野に入れ，年会費と

零彌料，朝7時から夜9蒔のタイムケアーを設定して

いる。欝麗年よむ事の補勧を受け始動した。

　福島県内にはこうしたヂ事業所雄や生活講練サーク

ルの施設など鎗近い動きが認められる。しかし，経営

藤での不十分さをその鑛捧や罎人的な努力によって

「歯を食いしばって」がんばっている姿がある。地域

生活支援のボランティアなのか，それともi事業とし

ての蓬営なのか，醤P（）であるかどうかに闘わらず，

これまでの瞳害兄者活動に1醸ナる一定の意識づく鯵は

まだまだ残された課題である。

　麟　養護学校の闘鍍事業

　養護学校での教麟と保護姦連携のアフタースクール，

5騒舗端慈事業はいくつかできはビめている。放課後

縫題や家族のケア・レスバイトのニーズについての調

査をおこなう養護学校も少なくない。

　体馨は家族と遍ごすことが多く，地域の申で過ごす

という段隊にいたってはいないαそんな申で，障害児

が一人で参趨できる活動と環境づく箏が急がれる。特

に県内の養護学校では高等部設置後，はじめての卒業

生を世に送り，桂会参燦への具体的手だてが緊急の課

題となっている。

　A養護学校のアンケート調査によれば，学校逓51三1

麟の完全実施後の休1三1の過ごし方について，家族．き

ょうだいやテレビゲームなどが約灘％家族で外出や近

所の公園などでは25％であり，家族と一緒に積極的に

休ξ紛サークル活動などに参撫しているのは緯％弱と

なっている。サークル活動参趨への翫慮事項としても

っとも多いのはボランティアの必要（韓％），捲導者

が必要（3§％），次に障害児への理解焉驚あと，施設

設備が7％，きょうだいも参癩可能なことが5％とあ

る。また，地域で参撫したいサークルがない。8§驚余
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轟轟桑における障害難の地域生活支援について （4鱒9〉

轟熱こスポーツや文化的活動をしたいと考えている。サー

クル活動に参加する際に必要な条件とし，ボランティ

ア，指導者が必要という麟答が鴨％であった。

　　方，公民餓などは児童生徒が参撫できるとしてい

るが．霧漫に活聾するための条欝として保護煮瞬梓，

ボランティアの必要が綴｝％となり，大きな溝のがここ

にある奪意識としてサークルの言隻立が蒙）％，　PT’Aの

地域ごとの会合の活騰編％，その反面．地域施設の濡

羅や学藁鐘育は数％の褒状である。学校施設闘放総％，

地域活動参趨への鰭報提供，学隼保護者会の縷織姥，

課外活動の充実，教麟の積極的な地域ボランティアも

議論のiつになろう．地域で参撫したいサークルはあ

りますがという蹴・では8割返くが「ない」と答えて

いる。参加したいものといしては，スぷ一ッとして軽

運動．スイミング，ポゥ鯵ング，文乾活動としては，

演戯や姦楽の鑑賞である。一4方関係機翼は驚％が麟灘

醒能としているが．保護者1溝｛峯鎗％，ボランティアが

必要離％というように解放はできるが翻約が大きい。

また，ボランティアの集まむ具合や1二1程で動く，利講

者の縫の1三1程で動くのではなく，琴鰯者からの講整機

能が必要になっている。

　鱒　Aむ縦〉の会の保護毒よ蓼

　現在，通常学絞には馨、3人の割合で，学習障害や涯

意欠陥多動牲の子ども，高機能藍ll鑓痩が想定されると

いう文i峯科学賓の謁壷結果がある。この数字は学齢晃

童生徒に饗するi．3％の緯書発というこれまでの瞳害

児把握を塗り替え．大きく教育課題となむ，「特攣！な

ニーズを持つ野ども」として敬謙後，休lliil問題に直結

してくる。この霧の会の方々の声をまとめると．以下

のノ款が1裟ずられる。

　第iに．Aむ／琶更）のある子どもたちを安心して選わ

せられる学童雛育が必要．障害の特性を理解し，対莚1

（バエック時や投薬管理の1できる人材の醗選。また，

ζ遊びの教室曇皿子ども講士，友だちとして関われる

場藩という点から．学童録音とは霧に，どんな子でも

遊ぶために集まれる場誤，縫えば，「越境で特殊学緩

に通わせていると，地元の子どもたちとの関わりはほ

とんどなくなってしまい，放課後遊ぶ相手が近所にい

ない状謬露こある。もともとソーシャルスキルの能力の

低い許たちなのに，それを高めるための／本験を積む場

が不足しています。毎欝でなくても良い，週に一度，

｝二曜1葺だけでも良いから「遊びの教室」みたいなもの

があって，そこでソーシサルスキルを高めていければ

と考えられている誹。そのためには，專講のスタッフ

は必須である。

　第2にA£1／蔓Dの特性に合わせた，学習を補う場

の確保である。野一般の学習塾での学習対応で1よA£〉
、！c）の子どもには不十分なことが多く，子どもの能

力が高かったり，家麩でのフォ讐一がしっかりしてい

れば良いが雨霧が仕事を持っていて子どもの家庭学習

に暗闘が割けなかったりすると学習塾に通いながらも

学習が遅れていくようになる。学校でのAD／琵碁へ

の理解・対応もまだまだという感じだが学習塾に至っ

ては，もっと理解が立ち後れているように患える。発

達障害を持っていて，学校での学習が遅れ気妹な子ど

もたちは敬譲後，塾1こ通うことが多いという現状があ

る」。「量よ鞍質」「襖覚優先の指導」「変化と柔軟樵に

富む学習」等々AP，贋Pの特性に合わせた補助学習

の場が必v要1こなる。

　第3に，「家族のケア・レスバイトとして，休登1等

にAO，璽£1のある子を安心して獲けられる場所が欲

しい，鯛えぱ学校が休みの1三二1に鰹会や講演会などがあ

るとき，子どもたちをどうするかは本当に大きな1難題

です。ボランティアさんに，A参／狂D児は託i尾できな

いと言われたことで，鰯会にも参撫できなくなったメ

ンバーも少なくないあ

　第罎にA至）涯紛のある子どもについて椿談できる，

薄穫の機幾として，今ある構談施設は，どこも知識不

影分。異体的な対応を指導できる場所の確保がある。

「畢どもや家族と長く付き合ってくれる指導機関。福

、鶴禦のほとんどの病貌は，投薬はできても，療育指導

はできないため，そこを補う機灘が絶瞬に必要になるあ

　そのほかに，医療・学校・家庭（・本人）の／撰を皺

む持つコーディネーターが，1三1本にも必要になるとの

指鵜があった。こ霧ま，学校ソーシャルワーかの必

要性である。学習障害や高機能密閉症など通常学校に

在籍する特雅なニーズを持つ子どもについても複野が

必要であり，至、£浮謬華客発着の親の会，アスペルガー

発の親の会などでも講様の声が縫かれる。

7　今後の展雛

絹ケア譜霞への要望プラン策定へ

　障害というハンディは一生の継続的なケアを必要と

し，入所，拳螺に年限の枠を持たない施設利鰍　ライ

フステージ全捧を見通したケアマネジメントが保障さ

れた生活の場が不可欠である。以下に私講を提示する。

「薄書晃歓課後・抹嚢ケア事業」の新規設羅1こ臆する謙癒書1

無産，養護学授み卒業後については小窺穫作業羨や就労支i
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（4§獅 福島大学地竣麟造　第鍵盤　第2号　2鱒2護2

饗撃瓢呼野編垢離懸茎畜霧畢翻
学童探霧）において，障害艶の受1幸入れに録する補麟金事業i

など…つ…つ障害を持つ子どもの帯戻への縫会サービスが整
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
いつつあむます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　しかし，…方で，購書疑にとって安全で安’むして獲毒ナるこ1

とのできる敬譲後・鉢饗生活を遍ごす雁牽書髭放課後学童探1

欝．には釜ってお蓼ません。学校趨5震凝の完全実施をふまi

え謬轄の程度や鳶無こ関わらずすべての子どもがともに測

雛欝欝蕊臨き鍛靉靆，1讐轡慈i
　また，鍵来の教課後学童クラブには小学校i年生から巷駕i

・生との縦が効ます。し就鯵ら，購と紡融細
論一ズを持つ子どもたちやその家族にとって，茎織までの学！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　多
齢期全体にわたる敬譲後や余暇活動へのケアを必要とし，霧i

蹴織勧レスバイト髄雛激援鍾で，髄咽有i
嫉を持った施設雛壇（設簾・人軽〉が必要鑓な辱ます壼あわ1

蜜，醸轍ある購麟報毬鑛と糶物蟹とi
いう2つの生活霧1姦に濃定されがちな状溌がほとんどであ弩，1

地域での遊びや養畜を欠いた状混にあ諺ます。　　　　　　i

　そし．て，勢捧縫害や矯豹弊害など，その養育・指導においi
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
て，奪需的な力量を持った指導鍛やボランティアの確保が不i

軟に的封、離罐麟ケ麓構える購欝探しi
ていく人絆費等の纏持が謬下の厳しい現実です。

　艦　新規ゼモデ掛事業」

　こうした購書晃の放課後活動を支える公的な事業と

して以ドのような複数のプランが考えられる実施形態

を図解したものが（表3・愛知県立大学霧中嚢三氏よ

り）である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ
　プランi：障害鷺放課後休窃ケア支援事業　　　　　　　i

　⑤　教課後ケア事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　小中学校及び盲嚢養護学校に在籍する特溺なニーズを持つi
子どもが教課後や土曜蓉，長難鉢業申に家震や学校以外の場i

で，趨窮な旛導轟もと，地域ボランティアや保護者，友達とi

の交流を通して，遊びや生酒経験を広げることにより，社会1

参舗を鍵進ずることを鰹的とする。

響蒲麗響　驕設〉　i
　内容一家庭や学校以外の遊び鵜，様々な生活・を提携する。i

②長難鰐ケア事業　　　　　　　　i
　実施難購一基・蔓・冬撃の学校休暇醗霧に5馨以■L灘舞以1

　　　　　　内の活動　　　　　　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！
定興趣瞬縄入数5人以上　　　　　　　　1

無難灘欝欝公繊こお鍵劉
和ず魏，搬鶴購齪輔とする灘類莇式1

　プラン2　養護学校アフタースクール支援事業　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝
　養護学校の通学難童生縫を鰐象として，余搭教室などを活1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ鱗し，敬譲後の保護，指導を行い，その家厳が安心して生活1

i灘堕する。（齢徽と購じ）0サマースク割

　プラン3畷糠後学童クラブ1麟愈瞳齪学童クラi
　　　　　　ブを欝殺する事業　　　　　　　　　　　　　　i

㌧欝欝裳饗藁鷲繋舗焦鞭耀

讐轡観一一州
　プラン5蜷域サークルヘの覇威蕪鋳

　本来推すべての子どもたちの地域生活を豊かにする取酵緩1

みであ鯵，有料の治療的調練会やトン一二ング，レクレーシ重1

ン活動のグループに薄して，一定の蕪勧をする。　　　　　　1

羅誓譲1鱗欝講書貌一i

　・事業費（公設の機会，旛設光熱費，会場費の蕪雛）

　　　　　　（戻設の場合，家賃の蕪麟）

（表3〉　ゼ瞳書髭学童檬鳶3の実施形態

…懸／蕪　1　腰蕪轟「訓

犠鷲膿／l灘1』国

　　く設　鐘　主　蕪＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぴぴ　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド簸＞i　　　　　　　　　　　＜蓉　象＞　　　　＜鍾　　麟　　Ei＞

8　広い視点にたっての活動助成

　もD児の地域サークルヘの勤成を舞に取るとその擬

点は，LD発などの地域サークルヘの財政援霧，療畜

活動への補勤事業にも対応する麟度の確立が必要とな

る，また，養護学校の発童生徒への活動助成は，いま，

養護学校に不登校児などが多いことから，そのような

子どもも鰐象にした蹴り緩みが可能であろう。

　今後の課題として，障害児の放課後・休濤ケアと地

域生活支援ための地域づくり事業として，その拠点の

整備と人材の育成，および全県的な広がりをめざすこ

とが挙げられる。特に，知的障害や肢体不白癡，嚢闘

症，重度重複あるいは集露生活や介勤なしでは自立生

活が困難な子どもたちのために，総合的な生活の場を

提供する必要がある。まず，第聾こ縫点の整備では，

まだまだ鰻られた施設利絹の拡大と利矯にあたっての

関係者への理解啓発，第2に人材の育成では，ボラン

ティアや指導轟的役割を担える人を多くっくりだすこ

とと，指導員あるいは指導的ボランティアヘの障害理

一書8一



福島藥にお謬る纏．書髭の地域生活支援について
（暖9i亙〉

解学習やコミュニケーションの露難な子どもへの援勤

スキルトレーニング，そして活動の企画能力の奮域な

らびに専任ケアマネジメントスタッフの確保，そして

第3に金紫的なネットワークをめざすための広報やシ

ンポジウム，学習会の開催，通信を遍した椿報交流と

構談活動のツールづくりとその事務．局的活動である。

　これからの瞳害髭者福鍵へのサービス環境を豊かに

し，すべての子どもたちがのびのび安全に地域で暮ら

していく地域づくりを追求していく上で，県民や行政

の意識改革，当事者家族当身のエンパワメントなど，

まず，瞳害を持つ子どもとその家族からの社会的活動

を遷した開題提起が必要になる。特に学鶴頚は学校と

家庭に生活の場が罎定されがちであるが，第3の生、活

の場づくりとして．これからの地域づくりの観点、が異

体的に展弱できると考える。特に，遜点、となる場所の

確採やスタッフの確録は．今後，継続的発展的な活動

に大きく寄与するとともに，それを支えるボランティ

アの質的1舞．tを図ることが1こつながる。

　誰しもが放課後は健常冤も瞳害晃も一一緒に生活する

ことが望ましいと考える。障害晃だけの学童保畜を概

霧する声もあるが，それ以一1二に条件を整えて，さらに

障害麗が鍛の学童保育に入れるよう努力する必要が

ある。「畢どもの齢害が重たくなればなるほど，　・一…鍛

の学童稼育での生活では子ども善、1身に無蓬がくること

も事実である」愈。

　異体的な縮縫的二一ズヘの繋応は，まだまだ課題が

ill積みである。

＜資料＞

i富城藁仙台市1 障害晃放課後ケア支援等事業（概要）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平。礒玉茎隼4鴛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　熱金権緯書録健癒艇課

i　事業の藝鶴

舞欝撤課後ケア支援等事業（搬下策疑というパ識台車韓伽錘
中学校や養護学校1こ在籍している緯書を持つ麗童が，蕨課後や長類鉢鍛簸

薦に家庭や学校銀磐の場でボランティアや蝉蕎との交流を通しあそびや鑑

活経験を広謬ることによ蓼，桂会参灘を旋進ずることを慕麟とずるg

2、事業の購．竣

　縫雲霓放課後ケア支叢等事業

　　敬譲後ケア事業
　　　実施曜嚢　憩曜蕪から金曜総及び登綾蕎の土曜羅（選3霞以豊騨

　　　　　　　　設〉
　　　定　　　量　　霧々の零彗鱗人数5名鑑一一と

　　　鰹　　容　家薩や学校以舛のあそびの雛を掩換ずる。

　　長簸鉢職覇饗ケア事業
　　　実施蘂懸　春季・夏季・冬季舞鎧中5讐以上隼雛舎謙欝醤鎌内

　　　定　　　褻　　軽鶏人数5名雛一虻

　　　内　　容　家雍や学校以外のあそびの場を髭徴する台
3．　『実寿蓮薮彗｛水筆｝

　　髪座姦案的な活動を行っている講鐸を対象とずる。

　　今奪慶は憲城野藝でコスモスクラブが実施予定．

　　　（一彰家をかむて運賞する）

4．事業の雛始および劫銭
　癖　事業を行う懸韓について雄，軍威銭驚5鷲主弩よ鯵運裳費の補麟を

　　行う。

5．補麟金および補勤の凝鰻

　敬譲後ケア事業

　i　区　　　分　　　補蟻金の最転基準1　　　縫鯖暴挙額

　　l

i烈　一費

　i

汽

露
C…

疇轟轟類i職薦薦雁難壁議，鐙爾ヨ

　　　　　鷺々5入　　　　1藝額｛姦7，§齢講
　　　　　　ユ　　　　　　　　　　　　　　　　　し

甦黛焦劉轟謙講職膿i
　旛導轟3ノ、i×翼翼歎願詩賦韓麟
…這々§ノ、鎌■妻二i蕪額＠語，重縫霧　　　　　i

　　　　　　i　　　　　　　　　　　　i
　権奪賛4人1　×実讐数上鰻時聡2欝醤1

　注

鐵　全靉靆害者開題醗究会敬謙後保鐘部会纏露華害児の

　敬譲後保鐘と地域での豊かな生活を薄鐙縫．7，嚢．鰺一

　夢，欝および清原浩絶編醒協同と騒騒」が結く難害者の

　簸羅邊ク1タエイッかもがわ，鴻鶴舞。

麟　ゼ総合社会穣羅醗究垂総合社会裾継醗究所2玉響，臆麗

　鱗絹
131r新うつくしま子どもプラン遺福濃漿，2§懸年3月，

　嚢．給費．鎗

鐵　幣部攣藤「障害者の社会参撫と権、無線瞳一纏臨布薩

　害者地域裾継協議会の活嚢ともとに」艶容暮暮年度福農大

　学教欝学蕪教蕎実践学教室、卒業論文盤より。

⑤　『S賢£学会2鑓2奪庚申闘集会資料集豊麗巷2年6肩藪

　叡

織　茂木俊彦飽編蓼入門ガイ野障害醗と学童録青藍大月

　露店，2朧年，費．塁3

　長鶏鉾華義期聡ケア事業

補懸金の舗鰻額

陰睡齢鞭i予算　べ額纂欝欝

鳳の　熱算の副　韓鷲轟叢鋤
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6．蕪勘金の支鉱い方法

　・隼腰当講　　蕪納金交舞申請

　・4趨／簿月　　補鋳金交付（擬算払い〉

　・無慶終了後　　薦算

＜零瞬i，補勧金碓交響の流れ〉
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